
生駒駅南口エリアプラットフォーム令和５年度プロモーション事業報告書
R6.4.24

１．冊子制作・配付

令和５年５月に策定・発表した公民でともに目指すまちの将来像「生駒駅南口みらいビジョン」
の概略版を制作し、３月に実施したPRイベント等で配付した。

【制作内容】
・A5サイズ
・部数 1,000部
・表紙込12ページ、フルカラー、中綴じ
・紙マットコート110kg

今後はエリア内の事業者や、開催されるイベント等で配付し、
地元及び来街者にみらいビジョンを啓蒙する。

いこみなプロジェクトのロゴについて

投票期間：１１月５日～１８日 １４日間
総投票数：５７９票（ウェブ２４９票、イベント３３０票）

11月に本エリアで開催された「くらしのブンカサイ」や、
受託事業者が運営するウェブサイト／アプリ「日刊ぱーぷる」
で市民や関心のある方からの人気投票を行い、右の3案の
中から決定した。

A B C

102票 142票 335票
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２．ウェブサイトの制作

「生駒駅南口みらいビジョン」の内容、生駒駅南口エリアプラットフォームの活動、エリア内
の様々な情報等を発信するためのウェブサイトを制作した。

【ページ構成】
・トップページ
・いこみなについて
・みらいビジョン
・生駒駅南口エリアプラットフォーム
・プロジェクト・地域情報
（エリプラにて更新可能）
・お問い合わせ
・新着情報

【その他】
・サーバの契約は令和７年２月まで
（以降、ランニング費用発生）
・レスポンシブ対応
（PC、スマホなど機器により画面を最適化）
・4/8～アクセス解析開始

↳4/8(月)～22(月) ※15日間
訪問者 356名、ページビュー 2,524pv

今後はウェブバナーや地域情報の掲載等を広告収入に繋げるなど、
まちづくりに還元するための収益源としての活用を検討。
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３．まちなかへのイメージバナーの掲出

まちづくりの機運醸成のため、まちなかの景観に変化をもたらすことや、将来的に広告バナーと
して収益に繋げるため、商店街、商業施設にバナーを掲出した。

【制作内容】
・両面カラー印刷（UV対応）
・防火素材
・サイズW350*H350mm（GHいこま、サウスモール）

W350*H450mm（ぴっくり通り）
・仕様 バナー（ぴっくり通り）

フラッグ（GHいこま、サウスモール）

▼バナーデザイン（左：ぴっくり通り、右：グリーンヒルいこま、イコマサウスモール）

今後はバナー内への広告掲載等を収入に繋げるために、広告メニューを
開発するなど、まちづくりに還元するための収益源としての活用を検討。

▼掲出写真（左：ぴっくり通り、中：イコマサウスモール、右：グリーンヒルいこま）
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４．PRイベント「絵本の交換会」の実施

みらいビジョンのテーマでもある「子ども」を持つ子育て世帯へのビジョンの啓蒙を図り、
ペデストリアンデッキで絵本の交換会を開催した。

【実施内容】
・日時令和６年３月１６日 １０時～１６時
・場所生駒駅南口ペデストリアンデッキ
・図書館からの除籍本の「絵本」を譲り受け、自宅から不要になった絵本を持ってきていただいた方と
交換するイベントを実施。立ち寄った子育てファミリーに対してみらいビジョン概要版冊子を配付した
（約100部）
・当日はイベントの開催に合わせて滞留空間を設置する社会実験も実施。グリーンヒルいこまに出店する
キッチンカー事業者と連携し、活用を促したことで、多数の方に空間を利用いただけた。

道路管理者や県警の理解を得て、１月～２月の社会実験実施時よりも広範囲の道路
占用許可をいただけた。今後、グリーンヒルや地域のイベント等と連動した活用を検討。
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５．大鳥居のAR技術を用いた再現

話題性の喚起と、今後のまちのターゲット選定に繋がる来街者属性のデータ取得を行いながら、
まちの回遊性を高める施策としてAR技術を用いてかつて南口に存在した大鳥居を再現した。

【実施内容】
・日時令和６年３月２９日～
・場所ビューポイント：生駒駅南口ペデストリアンデッキ 告知及び昔写真閲覧サイン：まちなか５か所

【その他】
・令和４年度に市民発意の社会実験プロジェクトとして実施した「いこま南口そぞろ歩き」の
検討チームにより企画された内容を実現した。
・4/5からアクセス解析を開始

長期的に実施しながら、QRコードからアクセスいただける
アンケートにてデータを取得。まちづくりのターゲット設定等に繋げる。
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→4/5(金)～22(月) ※18日間
訪問者 195名、ページビュー 589pv


